· 実施計画書＊（終了報告書付）　ver 2009.09.13
（依頼者、実施世話人の間で本計画書を交換してご確認下さい。）
	タイトル名
	星空を見る会

	概要
	季節の星座の解説と望遠鏡による木星の観察


	決定日時
	　　2009年　10　月　2日　　　　19時　00分から　　20時　３0分まで

	決定場所
	 山形市野草園内


	依頼者氏名
	蜂谷　哲平　　　　　　　　　　　　様

	(団体名）
	山形市野草園　　　　　　　　　　　　　　　様　

	連絡担当者氏名
	五十嵐　博朗　　　　　様

	依頼者連絡先
	 

	Tel
	 023-634-4120

	Fax
	 023-634-4121

	Mail
	 ｙasouen634@celery.ocn.ne.jp

	緊急時連絡先
	 090-2999-8837 (五十嵐　博朗様)


	参加者人数
	　募集中　ｘ人
　(最大で３０名)

	年齢、学年構成など
	　小学生、親子など


	実施世話人氏名
	　柴田晋平 (なお、当日はお伺いできず、準備段取りのみ)

	世話人連絡先
	Tel　０２３－６２８－４５５２

	
	Fax　０２３－６２８－４５６７

	
	緊急時　０９０－３６４２－９６８１8(柴田携帯)


	スタッフ
	　星空案内人

　　　　？(小さな天文学者の会)
　　　　？(小さな天文学者の会)

　　　　？(小さな天文学者の会)

　　　　？(小さな天文学者の会)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　？　名

	実施内容
　野草園内適地(視界が広く、照明で空が害されない場所)において、今見えている星座や星の解説。1４人くらいづつ２－３班に分けてガイドツアー方式でおこなう。
曇ったときは、パソコンスライドなどを用いてガイドツアーを行う。内容は、季節の星座や宇宙についてなどステラナビゲータあるいはMitakaを使った解説
詳細：

ガイドツアーを2－3班編成としてガイドツアー。これに加えて、木星を見えるようにした望遠鏡を設置(熊谷)する。また、　各班で案内人が必要な機器（望遠鏡か双眼鏡、懐中電灯、パネルなど）は案内人がおのおの必要なものを準備する。

ガイドツアーは各班で独立に実施する。ガイドの途中1，2，3班の順で木星を導入済みの望遠鏡で木星を観察。望遠鏡での観察の解説は熊谷さん。(この間他の案内人は休憩となります。)

肉眼での星座観察、神話、天文学的な話(星の色など)のお話が中心ですが、アルビレオの観察などを入れてもかまいません。
雨天、曇天のときは映写室にて備え付けのプロジェクターに持ち込んだＰＣからの画像を写します。設置のための事前準備が開始前に必要。


	事前会場打合せ　

昨年の経験者がいますので事前打ち合わせは考えていません。
当日進行表
18：00　山大出発（これまでに機材積み込み）

18:30 星空案内人到着
１９：００　野草園から挨拶
１９：０５　観望場所に移動してガイドツアー開始(2－3班に別れ独立にガイド、ただし、途中で1，2，3班の順で木星を導入済みの望遠鏡で木星を観察。)
２０：２０　ガイドツアー終了

２０：３０　解散



	依頼者の準備するもの

開催場所の確保、観測適地の選定をお願いします。
また、当日、暗いので園内の誘導などは野草園スタッフでお願いします。

曇りメニューのときは、スライド上映する会場(スクリーン付)を準備ください。




	スタッフが準備するもの

小型望遠鏡、ポイント用懐中電灯などは各案内人が必要と思うものを準備（やまがた天文台のものをお使いください）。
曇りメニュー用、予備液晶プロジェクター、パソコン(Mitakaが動くもの)、ソフト(ステラナビゲータとMItaka)、


	安全確認に関して　(行動範囲、注意事項)
園内での参加者および星空案内人スタッフへの行動範囲の明示、危険箇所の周知をお願いします。園内の事故については保健加入済みということでした。



	費用負担について

市からの規定額 7500円を当日代表(熊谷）に手渡し。領収書用印鑑を持参。



※費用（公的な機関での実施の為あらかじめ定額がある時はご相談ください。）

・「望遠鏡を作ってみる」2500円×人数 （望遠鏡キット代金、消耗品、運営費等込)
・「4次元宇宙シアター」500円(大人) 300円(子ども) ×人数(配布資料、消耗品、運営費)
・「星空案内ガイドツアー」200円×人数 
・「星空教室、宇宙講座」 200円×人数但し、上記金額が5000円に満たないときは、5000円。
 なお、遠隔地への出前では交通費の負担を別途お願いすることがあります。
・4次元宇宙シアターの出前では立体映像装置の搬送費用がかかります(3-5万円程
度)。
	 (終了後)

いただいた経費から謝金４人分４000円)およびガソリン代(各500円)1000円を差し引き残額を小天ロッカーへ納める＞田端さんよろしく。
★実施報告（熊谷 2009年9月13日）
当日は残念ながら雨でしたが約２０名の方が参加してくれました。

小学生と家族が多く、大人だけでこられた方もいました。

雨が降っていたため望遠鏡は出せませんでしたが、双眼鏡は準備し天候が好転すれば外ですぐ観測できる体制でいどみましたが、星も木星もまったく見えず全編曇りメニューとなりました。
前半は稲村さんが今見える星座のお話をステラナビゲータを使用して説明し、後半は熊谷がMitakaで太陽系と木星を、そして木星クイズ（渡邉瑛里さん制作）を行いました。今回は本物の星空をお見せすことができず残念でした。

行ってみないとどのような年齢構成がわからないのですが、幅広い年齢層になることを前提に計画を考えることが必要だと思いました。

★収支報告

収入　野草園からの謝金\6750-（謝金\7500から源泉徴収\750を差し引いた額）

支出　スタッフ謝金　\4000-    内訳@1000×４名
      スタッフ交通費 \1000-  内訳@500×2台
収支　\1750-
※よって、\1750-を入金しました



